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特別損失の計上、通期連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2026 年３⽉期第１四半期決算におきまして、特別損失を計上いたしました。また、2025 年５⽉
12 ⽇付で公表いたしました 2026 年３⽉期の通期連結業績予想及び配当予想を修正いたしましたので、下記
の通りお知らせいたします。 

 
記 

 
1. 特別損失の計上及びその内容 

当社は、前期末にリリースした運⽤中のスマートフォン向けゲームアプリについて、当社主⼒タイトルと
同⽔準の売上⾼を想定しておりましたが、前期において売上⾼が想定を下回り損失を計上しておりました。
当第１四半期においても積極的なプロモーションを実施し軌道に乗せることを⽬指しておりましたが、売上
⾼が想定を下回り損失を計上する推移となったことから、将来収益の再評価を⾏い、投資額の回収可能性を
算定した結果、当該ゲームアプリに関連する資産を減損処理することといたしました。 

上記のことから 2026 年３⽉期第１四半期決算において、特別損失としてソフトウエアの減損損失 1,563 百
万円を計上いたしました。 
 
 
2. 通期連結業績予想の修正について 
（１）2026 年３⽉期連結業績予想数値の修正（2025 年４⽉１⽇〜2026 年３⽉ 31 ⽇） 

 売 上 ⾼ 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

20,000 
百万円 
1,000 

百万円 
950 

百万円 
500 

円 銭 
17.40 

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 17,500 500 400 △1,300 △45.23 

増 減 額 （ Ｂ − Ａ ） △2,500 △500 △550 △1,800  

増 減 率 （  ％  ） △12.5 △50.0 △57.9 -  

（ 参 考 ） 前 期 実 績 
（2025 年 ３ ⽉ 期 ） 12,655 112 53 △1,035 △36.10 

 
（２）修正の理由 

売上⾼につきましては、「１. 特別損失の計上及びその内容」に記載の通り、前期末にリリースした運⽤
中のスマートフォン向けゲームアプリについて、当第１四半期の売上⾼が想定を下回っており、当第２四
半期以降の売上⾼の⾒通しを減額修正いたしました。また、前期にリリースいたしました『Wizardry 
Variants Daphne』は引き続き順調に推移しており、広告の投資対効果も良い状況が続いていることか
ら、今後の積極的なプロモーションの実施、グローバル展開の強化等を⾒据え、当第２四半期以降の売上
⾼の⾒通しを増額修正いたしました。 



 

 

 
営業利益及び経常利益につきましては、上記の売上⾼修正要因に加え、「１. 特別損失の計上及びその内

容」に記載の通り、ソフトウエアの減損処理を実施したことにより 2026 年３⽉期の減価償却費⾒通しを
前回発表予想の 2,000 百万円から 1,100 百万円に修正したこと、『Wizardry Variants Daphne』の展開拡
⼤のため、積極的なプロモーションを実施することから 2026 年３⽉期の広告宣伝費⾒通しを前回発表予
想の 2,215 百万円から 2,530 百万円に修正したこと、及び研究開発費等の固定費の抑制等により修正いた
しました。 

 
親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、営業利益及び経常利益の差異要因に加え、「１. 特別

損失の計上及びその内容」に記載の通り、特別損失 1,563 百万円を計上したこと等により修正いたしまし
た。 

 
 
3. 配当予想の修正について 
（１）2026 年３⽉期配当予想の修正 

 年間配当金（円） 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 ０円 00 銭 ５円 00 銭 ５円 00 銭 

今 回 修 正 予 想 ０円 00 銭 未定 未定 

当 期 実 績    

前 期 実 績 

（2025 年 3 月期） 
０円 00 銭 ０円 00 銭 ０円 00 銭 

 
（２）修正の理由 

 当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題の⼀つとして認識しており、利益還元の⽔準につい
ては経営成績及び財務状況の推移や、研究開発投資等の実施状況及び今後の計画を⼗分に勘案して配当の
実施を決定しております。 
 2026 年３⽉期につきましては、「２. 通期連結業績予想の修正について」に記載の通り、ゲーム事業の売
上⾼が想定を下回る推移となったこと及びソフトウエアの減損損失等を計上したことにより、通期業績⾒
通しを修正いたしました。 
 当事業年度の期末配当予想につきましては、現時点では未定とし、今後、経営成績及び財務状況の推移
等を慎重に⾒極める中で、利益還元の⽔準を検討し、あらためて公表することといたします。 

 
 

4. 今後の⾒通し 
上記の内容及び今後の⾒通しにつきましては、本⽇公表の「2026 年３⽉期 第１四半期決算短信〔⽇本
基準〕（連結）」及び「2026 年３⽉期 第１四半期決算説明資料」をご覧ください。 
 
 

以 上 


